
アカミミガメの特徴と発生状況について

今年度、普及センターでアカミミガメの発生状況調査を行った結果を報告します。

１ アカミミガメについて

・ ハス田には、主にアカミミガメとクサガメが生息しています。

・ アカミミガメは、頭部両側の橙赤色の斑紋が特徴的です。また、甲羅に黄色や

黒のしま、腹側には黄色地に黒い紋があります。

・ 全都道府県に生息し、池や河川、水路などで見られます。別名は、ミドリガメ

と呼ばれています。

アカミミガメ成体と特徴

・ アカミミガメがれんこんの葉柄や新芽を食害することにより、れんこんの生育が

阻害されることがあります。

クサガメ成体

２ 条件付特定外来生物について

・ アカミミガメとアメリカザリガニは、R5年6月1日より「条件付特定外来生物」

に指定されました（表1）。

・ 一般家庭でペットとして飼育する場合、許可・届出等の手続きは不要です。

・ 生きた個体を野外に逃がしたり放したりすること、販売や頒布を目的とした飼育

などは禁止です。

はすだね通信65号 土浦地域農業改良普及センター 令和5年6月

頭部の斑紋

甲羅のしま

腹側の黒い紋

甲羅の3本

線が特徴

飼養等

輸入

譲渡し等
放出

販売・頒
布の目的

その他の
目的

販売・購
入・頒布

その他
の目的

× 〇 × × 〇 ×

(表1)条件付特定外来生物の規制内容 ※特例や内容詳細は環境省HPを参照してください



・ 捕獲されたカメの多くはクサガメで、アカミミガメは4頭（捕獲数の14％）

でした。

・ ２回の調査とも、⑦のかごで半数以上のカメが捕獲され

ました。

これより、捕獲場所に偏りがあることがわかりました。

※ 今回の調査では、エサなしでカメを捕獲しています。

・ 今回はカメの被害が多いとされる、かすみがうら市内のハス田（約20a）で調査

しました。

・ ５月末にカニかごを10カ所設置して（図1）、約１週間ごとに２回、捕獲された

カメを調査しました（表2）。

３ 発生状況調査の結果

捕獲の様子

４ 捕獲について

・ アカミミガメのれんこんへの被害が確認され、

捕獲を行う場合、捕獲行為には法律による規制

はありませんが、捕獲場所などに許可が必要な

場合もあります。

・ 詳細は環境省相談ダイヤルや環境省の手引きを

ご参照ください。 カニかごと設置の様子

環境省「アカミミガメ
防除の手引き」

調査日
アカミミガメ

クサガメ
二ホン
イシガメ

計
成体 幼体

6月1日 4 0 17 0 21

6月8日 0 0 7 0 7

計 4 24 0

（図1）カニかごの設置場所 ※数字がかご

（表2）調査結果

ハス田
用
水
路

畦 畔

河 川

⑩
⑨
⑧
⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

環境省アカミミガメ・アメリカザリガニ

相談ダイヤル
※ AM9：00～PM5:00（12/29～1/3は除く）

終了時期未定

0570‐013‐110（ナビダイアル）

06‐7739‐7899（IP電話等）


